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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 7,800 △5.5 431 △22.9 473 △24.3 289 △20.4
27年3月期第1四半期 8,253 21.5 559 57.3 625 96.4 364 111.3

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 322百万円 （△10.2％） 27年3月期第1四半期 358百万円 （47.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 45.52 ―
27年3月期第1四半期 57.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 30,018 13,074 43.6
27年3月期 31,060 13,000 41.9
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 13,074百万円 27年3月期 13,000百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 39.00 39.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 15.00 ― 15.00 30.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,000 △4.0 750 △30.2 750 △33.3 450 △30.8 70.67
通期 32,000 △4.5 1,500 △22.7 1,500 △27.3 900 △26.3 141.33



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 6,615,070 株 27年3月期 6,615,070 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 247,181 株 27年3月期 247,181 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 6,367,889 株 27年3月期1Q 6,367,969 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業業績を背景とした雇用・所得環境の改善により、

個人消費は増加傾向が強まるとともに、為替の安定を受けて設備投資も徐々に動きが出始めるなど、景気は緩やか

ながらも回復基調の中で推移いたしました。

このような状況の中、当社グループの連結業績につきましては概ね計画通りに推移し、売上高は7,800百万円

（前年同期比5.5％減）、営業利益は431百万円（前年同期比22.9％減）、経常利益は473百万円（前年同期比24.3％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は289百万円（前年同期比20.4％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 建設機械事業

建設機械事業におきましては、高水準を維持してきた公共工事が一服するとともに、民需についても太陽光パ

ネル設置工事がピークを過ぎる中、既存顧客の深耕による案件の掘り起こしに努めるとともに、社会インフラの

補修・点検に関連する商品群の充実と販売強化にも努めてまいりました。しかしながら、レンタル部門において

公共工事減少の影響が大きかったことから、売上高は2,750百万円（前年同期比10.5％減）、セグメント利益は

254百万円（前年同期比38.3％減）となりました。

② 産業機器事業

産業機器事業におきましては、為替と原油価格の安定による企業の国際競争力回復に伴い、設備投資が底堅く

推移する中、好調が続くスマートフォン、車載用デバイスに関わる案件の獲得に努めるとともに、新たな生産部

品・消耗部品の開拓と拡販に努めてまいりました。しかしながら、一部取引先の生産調整により生産部品・消耗

部品の販売が影響を受けたことから、売上高は4,917百万円（前年同期比2.4％減）となりましたが、設備案件の

利益率が向上したことにより、セグメント利益は242百万円（前年同期比10.3％増）となりました。

③ 砕石事業

砕石事業におきましては、高水準を維持してきた公共工事が一服するとともに、民需についても太陽光パネル

設置工事がピークを過ぎる中、民間への営業強化と中小規模の工事受注に向けた取り組みを強化するとともに、

取引先への理解を求めながら採算性の向上にも努めてまいりました。しかしながら、太陽光パネル設置工事向け

の需要が減少したことから、売上高は132百万円（前年同期比6.5％減）、セグメント利益は20百万円（前年同期

比12.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産は、前連結会計年度に比べ1,042百万円減少（3.4％減）し、30,018百万円となりました。増減の主な内容

は、貸与資産が325百万円、賃貸料等未収入金が216百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ1,115百万円減少（6.2％減）し、16,943百万円となりました。増減の主な内容

は、支払手形及び買掛金が822百万円、賞与引当金が127百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ73百万円増加（0.6％増）し、13,074百万円となりました。増減の主な内容は、

利益剰余金が41百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は43.6％と前連結会計年度に比べ1.7ポイント上昇いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期の業績は、概ね計画どおりに推移しており、業績予想の修正はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたし

ました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定によ

る取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行って

おります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事

業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,363 4,246

受取手形及び売掛金 11,787 11,722

電子記録債権 648 606

賃貸料等未収入金 709 493

商品及び製品 1,333 1,200

仕掛品 60 17

貯蔵品 4 4

その他 663 505

貸倒引当金 △434 △414

流動資産合計 19,137 18,382

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 7,249 6,924

その他（純額） 2,228 2,238

有形固定資産合計 9,477 9,163

無形固定資産

のれん 43 39

その他 110 103

無形固定資産合計 153 142

投資その他の資産

投資有価証券 1,604 1,629

その他 724 737

貸倒引当金 △62 △62

投資その他の資産合計 2,266 2,305

固定資産合計 11,898 11,611

繰延資産

開発費 24 24

繰延資産合計 24 24

資産合計 31,060 30,018
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,223 8,401

短期借入金 1,610 1,876

1年内返済予定の長期借入金 520 520

リース債務 2,392 2,283

未払法人税等 193 96

賞与引当金 245 117

役員賞与引当金 31 －

割賦利益繰延 825 766

その他 1,219 1,145

流動負債合計 16,261 15,206

固定負債

長期借入金 868 778

役員退職慰労引当金 118 118

その他の引当金 364 367

退職給付に係る負債 334 324

その他 111 148

固定負債合計 1,797 1,736

負債合計 18,059 16,943

純資産の部

株主資本

資本金 1,181 1,181

資本剰余金 1,015 1,015

利益剰余金 10,310 10,351

自己株式 △231 △231

株主資本合計 12,276 12,317

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 498 525

為替換算調整勘定 226 231

その他の包括利益累計額合計 724 757

純資産合計 13,000 13,074

負債純資産合計 31,060 30,018
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 8,253 7,800

売上原価 6,878 6,510

差引売上総利益 1,375 1,289

割賦販売未実現利益戻入額 105 101

割賦販売未実現利益繰入額 35 40

売上総利益 1,445 1,350

販売費及び一般管理費 885 918

営業利益 559 431

営業外収益

受取利息 6 10

受取配当金 8 9

持分法による投資利益 3 0

貸倒引当金戻入額 58 31

その他 18 12

営業外収益合計 94 65

営業外費用

支払利息 20 19

その他 8 3

営業外費用合計 29 22

経常利益 625 473

特別利益

固定資産売却益 0 ―

特別利益合計 0 ―

特別損失

固定資産売却損 0 ―

固定資産除却損 4 ―

特別損失合計 5 ―

税金等調整前四半期純利益 620 473

法人税、住民税及び事業税 182 117

法人税等調整額 73 66

法人税等合計 256 183

四半期純利益 364 289

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 364 289
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 364 289

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32 27

為替換算調整勘定 △23 0

持分法適用会社に対する持分相当額 △14 5

その他の包括利益合計 △5 32

四半期包括利益 358 322

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 358 322

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 3,073 5,038 142 8,253 ― 8,253

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4 13 ― 18 △18 ―

計 3,077 5,052 142 8,271 △18 8,253

セグメント利益 412 219 23 655 △96 559

(注) １ セグメント利益の調整額△96百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 2,750 4,917 132 7,800 ― 7,800

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4 2 ― 7 △7 ―

計 2,755 4,919 132 7,807 △7 7,800

セグメント利益 254 242 20 517 △86 431

(注) １ セグメント利益の調整額△86百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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